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◆ 地域の現状と課題を整理
現在、誰がどの農地を耕作・管理しているのかを地図を見ながら整理し、畦畔の草刈りや水路の掃除など、地域の中
で分担していることや、困っていることについて話し合います。これまで農家が個人で悩んできた、解決できなかった、
人と農地に関わる問題について、地域全体で話し合います。
（例：後継者がいない、農地を相続したけれど耕作できない、遠方に住む息子がいつまで管理できるかわからない）

◆ 耕作ができる農地、できない農地を考える
地域の人手や機械、設備等を踏まえて、農地の耕作が続けられるかどうかを話し合います。山際や鳥獣被害により耕

作の難しい農地では、景観作物の栽培や植樹による緩衝帯への転換など、保全管理の取組も視野に入れます。

◆１０年後、「耕作ができる農地」を誰が耕作するのかを考える
地域で考えた耕作ができる農地について、１０年後の将来、誰が耕作するのかを話し合います。規模拡大を望む担い

手や近々リタイアを考えている自給的農家など、それぞれの予定を照らし合わせ、地域全体で効率的な農地の利用がで
きるように、農地中間管理機構を活用しながら農地の集積・集約の計画を立てます。

◆ 話合い結果をもとに地域計画を作る
地域で話し合った地域の課題や、農地集積、農業の将来像をとりまとめて「地域計画」を作ります。「地域計画」は

農業委員会、農地中間管理機構、農業協同組合、土地改良区などの関係者の意見を聴いた後、市町によって公告されま
す。

◆ 地域計画を実行する
地域で話し合った農業の将来像の実現に向けて、基盤整備や設備投資をする時、地域計画の作成状況に応じて受けら

れる補助事業があります。また、令和５年度より農用地利用集積等促進計画による利用権設定が始まりますが、地域計

詳しくは、農林水産省ＨＰをご確認ください。
お問合せは、お近くの市町農政担当課、県農林（水産）振興事務所まで。

地域計画 検索

地域を守るために
みなさんの「想い」を語り合いませんか

（農業地域のみなさまへ 地域計画についてのご案内）

地域農業の将来図(地域計画)を作る・実行する

農業者と地域のみなさんでこれからを話し合う

地域計画をきっかけに
地域の現状を見つめなおし、地域計画を作っていく過程で、「放棄地が増えてきている」、「○○さんが農業をやめ
たいと言っている」、一方で「耕作する田んぼを増やしたい」、「新しく農業を始めたい人がいる」など、自分たちの
周りでどんなことが起こっているかが明らかになります。
そのことをみんなで共有することで、今後何をしていくべきかを考えていくことも可能になります。作業の効率が上
がるよう農地を集めたり、みんなで組合を作って営農したり、新たな作物を導入したり、人を呼び込むための環境づく
りを始めたりなど、地域のこれからのためにできることが、他にもまだあるかもしれません。
みなさんの地域を、今の時代に応じたカタチに創り上げていくための設計図、それが地域計画です。

R5.4.3時点 農業経営課


